
ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｐａｃｋ２セキュリティ対応 

設定変更手順 

１．「スタート」→「コントロールパネル」をクリックします。 

※コントロールパネルの設定…カテゴリ表示の場合は→手順２ａへ進んでください 

              クラシック表示の場合は→手順２ｂへ進んでください 

 ◇コントロールパネルがカテゴリ表示の場合 

２ａ－１．「セキュリティセンター」をクリックします。 

  
２ａ－２．「Windowsファイアウオール」をクリックします。 

  



◇ コントロールパネルがクラシック表示の場合 

２ｂ．「Windowsファイアウｫール」をクリックします。 



３．「例外」タブをクリックします。 

  
４．「プログラムの追加．．．」をクリックします。 

  手順５ａに進んでください。 

  



５ａ．追加したいプログラムを選択します。「ＯＫ」をクリックします。 

  ※追加したいプログラムが一覧にある場合、手順６ａに進んでください。 

  ※追加したいプログラムが一覧にない場合、手順５ｂに進んでください。 

  

５ｂ－１．「参照」をクリックします。 

 



５ｂ－２．追加したいプログラムの実行ファイルを指定し、「開く」をクリックします。 

 

５ｂ－３．プログラムが追加されていることを確認します。このとき表示され        

      るアプリケーションの名称は実行ファイル名称（***.exe）になります。 

      「OK」をクリックします。手順６ｂへ進んでください。 

 



 

６ａ．正しく追加されたことを確認します。 

継続して登録する場合は、「プログラムの追加．．．」をクリックします。（手順４．から実施

します）継続登録がない場合は、「ＯＫ」をクリックします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ｂ． プログラムを手順５ｂで追加した場合は、表示される名称は実行ファイル名称

（***.exe）で登録されます。正しく登録されている事を確認します。 

継続して登録する場合は、「プログラムの追加．．．」をクリックします。（手順４．

から実施します）継続登録がない場合は、「ＯＫ」をクリックします。 

 

 
 

 

７．コントロールパネルを閉じて完了です。 

（カテゴリ表示の場合はセキュリティセンターを閉じます） 
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許　可　設　定　ソ　フ　ト　 /　サ　ー　ビ　ス

X X プログラム名：Panasonic コミュニケーションユーティリティ

X X X プログラム名：￥Program Files￥Panasonic￥TrapMonitor￥Trapmnnt.exe

X プログラム名：￥Program Files￥Panasonic Web Status Monitor￥snmpapp.exe

X X プログラム名：￥Program Files￥Panasonic￥Panasonic-DMS￥Network MFP Utilities￥CnfgEditor￥SYSTEM￥mfrspool.exe

X X プログラム名：￥WINDOWS￥system32￥inetsrv￥inetinfo.exe

プログラム／ソフトウェア名

 Windows XP SP2　許可設定　プログラム対応表


